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Aー2mmが5mm以上の場合

表面材、端部カバーの取り付け すき間調整材の取り付け・ラベル貼り付け
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2 端部カバー・表面材を取付ねじで固定します。

1 すのこを敷き詰めて、すき間を測る表面材・端部カバーを取付けて仮組みします。

②表面材は、側面4カ所を取付ねじ(15mm）
　でサポーターに固定する。

①端部カバーは、まず裏面2カ所を取付
　ねじ（42mm）でベースに固定する。
　次に、側面2カ所を取付ねじ(15mm)
　でベースに固定する。
　※ねじの締めすぎにご注意ください。
　※電動ドライバー使用のときは小さ
　　いトルクに設定してください。
　※インパクトドライバーは使用しない
　　でください。
　※付属の取付ねじをご使用ください。

2
すき間アジャスターを両端のベースに2カ所取り付ける

ポイント

4隅の穴を利用するが、端の穴
がベースにかかる場合は、隣の
穴を利用してください。

注　意
●表面材のカット面が必ず端部にくる
　ようセットしてください。
●表面材・端部カバーを仮固定した状
　態で洗い場に設置し問題ないことを
　確認してください。
●表面材同士を押しあてて、すき間が
　生じないようにしてください。

②表面材を端部カバーに差し込んで仮固定する。

①端部カバー（手がかり付）をベースに差し込む。 ①表面材から壁までのすき間：A寸法を測る。

①ベース裏面取付穴2カ所にすき間アジャ
　スターの長穴をあわせ、取付ねじ・平座金を
　セットしてすき間アジャスターを仮止めする。

④位置が決まったらすき間アジャスター後方
　2カ所の穴にも平座金をセットして取付
　ねじで固定し4カ所のねじをしっかり締
　め付ける。

③すのこを床に敷き、すき間アジャスターと壁
　とのすき間がないことを確認する。
　すき間アジャスターと壁とのすき間がある場
　合は、再度すき間アジャスター位置を再調整
　する。

②すき間寸法(Aー2mm)にあわせてすき間ア
　ジャスターの位置を調整する。

敷き詰める

● 左右2カ所を測る

表面材

すき間：A寸法

壁

表面材のカット面は端部カバーで覆
うこと
カット面で指をけがする原因になります。 

警　告

ポイント
ユニットと壁とのすき間寸法＝Aー2mm

すき間アジャスター

長穴
取付穴(2カ所)

すき間
アジャスター

平座金

ベース

平座金

取付ねじ(15mm)

取付ねじ
(15mm)

4カ所固定

仮止めする

調整する

固定する

ポイント
上下の向きは図
のとおりにする。

表面材

この位置をベース
目盛りのAー2mm
の位置にあわせて
仮止めする。

警　告
ユニット長辺側と壁とのすき間が5mm以上ある場合は、
ユニット長辺側の両端にすき間アジャスターを取り付けること
すき間アジャスターは、壁とのすき間がないように取り付けること
ユニットがずれて転倒してけがをする原因になります。

注　意

すき間アジャスター
と壁とのすき間が
なくなるように調
整する。
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Aー2mmが11mm以上の場合

すき間カバー溝部
上で、ベース凸部
左右両端からそれ
ぞれ10mm内側
の位置(各2カ所)

エッジ

エッジカット面

サンド
ペーパー ※この施工説明書と同梱の取扱説明書と組立設置後の確認シートは、必ずお客様にお渡しください｡

3

すき間カバーをカットし、ユニット
に取り付ける
※すき間カバーの長さと幅をカットして
　調整します。
　長さ→ユニットの長さにあわせる
　幅　→すき間寸法Aー2mmにあわせる

(1)すき間カバーを裏向きにして、
     切断線を油性マーカーなどで
     ひく

(2)切断線にあわせてカットする
①長さ調整寸法にあわせてノコギリでカッ
　トする。

②すき間調整寸法にあわせて、プラスチッ
　クカッターまたはのこぎりでカットする。

③付属のサンドペーパーでカット面のバリ、
　エッジを取り除いてください。
　最後に触手にてバリ・エッジがないこと
　確認してください。

切断線

切断線
4 注意ラベルを貼り付ける

5 番号ラベルを貼り付ける
各ユニットの裏面などに番号ラベルを貼り付ける。（各ユニットの設置した位置・向きがわかりやすくなります。）
浴室の壁面（ユニットで隠れる下の部分）にユニットにあわせて番号ラベルを貼ると、さらにわかりやすくなります。

施工後の確認
すき間カバーのカット面のバリ・エッ
ジ、四隅のエッジを処理すること
バリ、エッジ部を触り、けがをする原因になります。

警　告

(3)すき間カバーを取り付ける

①すき間カバーの突起部をすべてのベース凸部の上端面に
　載せて押し当て、すき間カバーの各ベースの右図の位置に
　2カ所ずつ油性マーカーなどでマークをつけます。

注　意
ベースには下穴を
あけないこと！

ベース凸部

上端面

下穴(φ4.5)

マーク位置

溝部

溝部

10mm

突起部を載せる
突起部

すき間カバー

ドリル

すき間カバーの上面にすき間カバー同梱の注意ラベルを貼り付ける。
すき間カバーの幅が狭く(35mm未満)、ラベルが上面に貼れない場合は、浴室壁など目立つ部分に貼り付ける。

取付ねじ
（15mm）

すき間カバー

すき間カバー

ノコギリ

同梱の 組立設置後の確認シート に沿って確認してください。

ポイント
ねじ止めはすべてのベースに
各2カ所ずつ行う

ポイント
すき間カバーの突起部
をベース凸部の上端面
に載せて下穴位置にね
じ固定します。

警　告
ユニット長辺側と壁とのすき間が11mm以上ある場合はすき間カバーを取り付けること
すき間カバーは壁とのすき間が5mm以下になるように取り付けること
指を挟みけがをする原因になります。

③すき間カバーをすべてのベースに2カ所
　ずつ取付ねじ（15mm）で固定します。

②すき間カバーのすべてのマーク位置
　にドリルでφ4.5の下穴をあけます。

取付ねじ（15mm）

すき間カバー

すき間
カバー

注　意
すき間カバー
の幅は壁との
すき間が5mm
以下にする

壁

すき間
カバー

5mm以下(0～5mm)
ポイント

切断線はAー2mm
よりも幅が小さく
なる溝の中で、最
もAー2mmに近い
溝に引く

Aー2mm

50mm
10mm

5mmピッチ
のガイド溝

切断線は
この溝に引く

すき間寸法
Aー2mm
にあわせる

ユニット長さ

すき間カバー

すき間カバー
段差あり

すき間2mm

ユニット

完成図

裏面のガイド溝

(すき間は0にならなくてもよい)

商品の構造上、ユニットとすき間カバーの
間には段差とすき間は必ずあります。
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